
学
校
給
食
調
理
員（
臨
時
的

任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容　
平
成
30
年
度
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
臨

時
的
に
勤
務
す
る
職
員

採
用
予
定
人
員　
業
務
の
必
要
に

応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

賃
金　
日
額
７
３
０
０
円　

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
・
写
真
貼
付
）
を
学
校

給
食
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
の
試
験
案
内
は
、
申
込
後
に

学
校
給
食
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
間　
随
時
受
付

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
給
食
課

（
☎
22

－

０
３
６
２
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発

第
２
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　
６
月
19
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

内
容　
「
社
会
福
祉
と
人
権
～
障
が

い
と
共
生
で
き
る
社
会
の
中
で
～
」

講
師　
障
が
い
者
支
援
施
設　

西

室
苑　

施
設
長
代
理　

五
孝
典
恵

さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
６
月

11
日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究

講
座
（
夏
期
）
受
講
生
募
集

　

人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的
に
学

び
見
識
を
深
め
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
で

本
講
座
の
目
的
に
賛
同
し
で
き
る

限
り
連
続
で
参
加
で
き
る
方

日
時　
７
月
９
日
㈪
、
19
日
㈭
の

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
６
階　

６
０
２
会

議
室

内
容　

１
日
目　
「
私
と
部
落
問
題
～
自

ら
の
解
放
の
た
め
に
～
」

２
日
目　
「
部
落
差
別
の
実
態
に

学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
～
差
別
が
何

故
起
き
る
の
か
～
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

歯
朶
山
加
代
さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
６
月
29
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

平
成
30
年
度
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係

の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）　

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

ほ
と
と
ぎ
す
　
四
者
四
様 

～

　

２
０
２
０
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す

が
、
そ
の
年
の
大
河
ド
ラ
マ
が
「
麒き

麟り
ん

が
く
る
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
初
め
て
智
将
・
明
智
光
秀
が
主
役

と
な
り
、
多
く
の
戦
国
時
代
の
英
傑
が
登
場
、
従
来

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
新
し
い
解
釈
で
４
Ｋ
フ
ル
撮

影
の
作
品
と
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
年
は
「
戦
国
時

代
」
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
こ
と
は
確
実
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
今
ま
で
描
い
て
き
た
光
秀
像
を
覆
す
ド
ラ

マ
に
な
る
こ
と
は
題
名
か
ら
推
察
で
き
ま
す
。
中
国

で
は
古
来
、「
麒
麟
」
の
子
ど
も
を
「
麒
麟
児
」
と

呼
び
、
大
人
も
驚
く
よ
う
な
天
才
的
な
俊
英
ぶ
り
を

発
揮
し
、
将
来
そ
の
道
の
発
展
を
も
た
ら
す
天
才
少

年
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
光
秀
の
少
年
時

代
か
ら
の
神
童
ぶ
り
と
、
長
じ
て
の
戦
略
的
才
能
が
、

丹
念
に
描
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
史
上
の
「
三
英
傑
」
と
い
え
ば
、
織

田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
人
間
性
を
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
例
え
た
言
葉
は
、

大
方
の
日
本
人
の
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
ま
す
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
殺
し
て
し
ま
え
　
ほ
と
と
ぎ
す
」

（
信
長
）

「
人
間
五
十
年
、
化げ

天て
ん

の
う
ち
を
く
ら
ぶ
れ
ば　

夢

ま
ぼ
ろ
し
の
如
く
な
り
」
を
舞
っ
た
信
長
は
、
こ
の

幸
若
舞
の
通
り
、
数
え
49
歳
で
光
秀
に
討
た
れ
ま
し

た
。
そ
の
光
秀
も
本
能
寺
の
変
の
11
日
後
、
落
ち
武

者
狩
り
に
遭
い
56
歳
で
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
鳴
か
せ
て
み
せ
よ
う
　
ほ
と
と

ぎ
す
」（
秀
吉
）

　

辞
世
「
露
と
落
ち　

露
と
消
え
ぬ
る　

わ
が
身
か

な　

浪な
に
わ花
の
こ
と
は　

夢
の
ま
た
夢
」

日
本
歴
史
上
、
最
大
の
知
恵
者
で
、
立
志
伝
中
の
天

下
人
・
秀
吉
は
、
ひ
た
す
ら
子
・
秀
頼
の
安
泰
を
思

い
つ
つ
、
62
歳
で
逝
去
。

　
「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
鳴
く
ま
で
待
と
う
　
ほ
と
と
ぎ

す
」（
家
康
）

　

幼
少
の
頃
か
ら
の
人
質
生
活
に
よ
り
、
我
慢
と
辛

抱
と
忍
耐
の
人
生
を
地
で
行
き
、
大
坂
夏
の
陣
で
豊

臣
家
を
滅
ぼ
し
、
最
終
的
な
勝
利
者
と
な
っ
た
家
康

は
、
後
顧
の
憂
い
な
く
74
歳
で
昇
天
。

　

ま
さ
に
三
者
三
様
の
生
き
様
を
言
い
得
た
「
ほ
と

と
ぎ
す
」
で
し
た
。

　
「
豊
臣
秀
吉
は
主
人
で
あ
る
織
田
信
長
の
長
所
を

見
る
こ
と
に
心
が
け
て
成
功
し
、
明
智
光
秀
は
そ
の

短
所
が
目
に
つ
い
て
失
敗
し
た
」
と
語
っ
た
の
は
松

下
幸
之
助
で
す
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
そ
れ
も
ま
た
よ
し
　
ほ
と
と
ぎ

す
」（
幸
之
助
）

　

少
年
時
代
、
病
弱
だ
っ
た
幸
之
助
は
、
最
も
人
間

を
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず
、
た

ゆ
ま
ず
、
無
理
を
し
な
い
。
自
然
体
の
哲
学
を
持
っ

た
経
営
の
神
様
は
94
歳
で
長
逝
。

　

四
者
四
様
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
書
き
ま
し
た
が
、

心
の
持
ち
方
が
寿
命
を
決
め
る
こ
と
の
参
考
に
な
る

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
歳
ま
で
生
き
た
か
と
い

う
少
し
暗
い
話
で
し
た
が
、
最
後
に
明
る
く
「
死
ぬ

と
い
う
こ
と
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
や
名
人
は
い
ま
せ
ん
。

死
ぬ
の
は
み
ん
な
初
心
者
で
す
」（
永　

六
輔
）

平
成
30
年
度
所
得
証
明
書

等
の
発
行
予
定
日

▼
所
得
証
明
書　
６
月
１
日
㈮
～

▼
所
得
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

６
月
６
日
㈬
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

年
金
の
予
約
相
談

　

年
金
事
務
所
に
お
い
て
予
約
に

よ
る
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
の
予
約
が
可
能

で
す
。
ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

日
程　
▼
月
曜
日
：
午
前
８
時
30

分
～
午
後
６
時
▼
火
曜
日
～
金
曜

日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
６

時
ま
で
予
約
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

場
所　
徳
島
南
年
金
事
務
所

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
年
金

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－
０
５

－

１
１
６
５
）
ま
た
は
徳
島
南
年

金
事
務
所
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

１
５
１
１
）
へ

南
阿
波（
阿
南・那
賀・美
波・

牟
岐・海
陽
）定
住
自
立
圏
連

携
事
業

第
42
回（
平
成
30
年
度
）

成
人
大
学
講
座
の
ご
案
内

　

成
人
大
学
は
、
講
演
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て

い
る
生
涯
学
習
講
座
で
す
。
今
回

の
講
座
は
、
一
般
の
方
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

第
３
回
講
座

日
時　
６
月
９
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階

講
師　
阿
波
古
事
記
研
究
会

副
会
長　

三
村
隆
範
さ
ん　
　
　
　
　

講
座
内
容　
阿
南
と
古
事
記

参
加
費　
無
料

第
４
回
講
座

日
時　
６
月
23
日
㈯　

午
後
３
時
～

場
所　
富
岡
公
民
館
２
階

講
師　
危
機
管
理
課　

危
機
管
理
監

講
座
内
容　
南
海
ト
ラ
フ
震
災
時

の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
講
習
お

よ
び
訓
練
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

　
国
民
年
金
に
若
い

と
き
か
ら
加
入
し
て

60
歳
に
な
り
ま
す
が
、
65
歳

前
で
も
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。

　

国
民
年
金
の
老
齢

基
礎
年
金
は
原
則
と

し
て
65
歳
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
本
人
が
希

望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
受
け
る
年
金

額
は
、
65
歳
か
ら
受
け
始
め

る
場
合
の
年
金
額
に
比
べ
減

額
さ
れ
、
減
額
率
は
、
０
・

５
％
×
（
繰
上
げ
請
求
月
か

ら
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
月

ま
で
の
月
数
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
額
は
一
生
続
き

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金

課
（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

消防庁長官表彰
おめでとうございます

阿南市成人式のご案内

元市消防団富岡分団長
福島　栄さん

元市消防団羽ノ浦分団長
田岡 良仁さん

消防庁長官表彰永年勤続功労章は、永年（25年
以上）勤続し、勤務成績が優秀で他の模範となる
と認められる消防団員、消防吏員に対して総務省
消防庁長官より表彰されるもので、勲章・褒章な
どの栄典に準じ、最も栄誉あるもののひとつです。
消防庁長官表彰（永年勤続功労章）を受章された
方をご紹介します。

平成31年「阿南市成人式」を次のとおり開催します。
日時　平成31年1月13日㈰　
　　　13:00開式（受付:12:30～）
場所　スポーツ総合センター（サンアリーナ）
　　　七見町下川田100番地1
※会場が変更となります。
実行委員の募集　成人式に参画していただける新成
人・高校生・市民スタッフを募集しています。
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

【永年勤続功労章】

フ
ァ
ス
ト
●

フ
ー
ド
店

コ
ン
ビ
ニ
●

▲
小
松
島
市

美
波
町
▼

●
電
機
店

●
病
院

●
製
紙
工
場

阿南市スポーツ
総合センター
（サンアリーナ）
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自
走
式
草
刈
機

貸
出
し
の
ご
案
内

　

耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
、
次

の
条
件
を
満
た
す
方
に
自
走
式
草

刈
機
を
貸
出
し
ま
す
。

対
象
地　
市
内
の
耕
作
放
棄
地
お

よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ

る
農
地

対
象
者　
対
象
農
地
の
所
有
者
、

当
該
農
地
所
有
者
に
草
刈
作
業
の

許
可
を
得
た
方
ま
た
は
利
用
権
等

の
設
定
を
受
け
、
耕
作
し
よ
う
と

す
る
方

申
請
方
法　
貸
出
申
請
書
お
よ
び

対
象
農
地
の
写
真
を
提
出

貸
出
期
間　
１
回
の
貸
出
期
間
は

最
大
で
１
週
間

利
用
料
金　
無
料

※
燃
料
費
は
利
用
者
負
担
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８)

へ

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積

立
方
式
の
年
金

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に

国
庫
補
助
も

加
入
条
件
は　
次
の
①
～
③
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

－

３
７
９
０
）
ま
た

は
、
最
寄
り
の
農
協
へ

農
業
者
年
金
の
現
況
届

提
出
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

今年の水道週間のスローガンは「水道水　安全　おいしい　金メダル」です。
水は、私たち人間はもちろんあらゆる生き物にとって生きるために欠かすことができません。大切な水は、
限りがある貴重な資源であり、水についての理解を深め暮らしに有効的に役立てるとともに、節水をこころ
がけましょう。
水道の届け出とご相談について　次のような場合には、すぐに届け出をしてください。
▶新しく水道を使用されるとき　　▶引越しをされるとき　　▶長い間、水道を使用されないとき
▶使用者の名義が変わるとき　　　▶その他変更があるとき
水道料金の納付は便利な口座振替をご利用ください　手続きは、市内の金融機関でお願いします。
水道課給水係からのお願い
水道メーターまでの水道管の管理を充実し、修理や検針作業を速やかに行うため、宅地内で水道メーター等
の移動を行う場合は、申請書を提出していただくことになっています。今後、家の建て替えや庭の工事等で
水道メーターや水道管を移動する場合は、阿南市指定水道工事店を通じて申請書を提出してください。なお、
費用は自己負担となります。
問い合わせは　
●水道の届け出および水道料金等に関すること
　阿南市水道料金お客様センター（水道課内☎22−0587）へ
●給水装置の新設と変更工事および阿南市指定水道工事店に関すること　水道課給水係（☎22−3295）へ
●道路での漏水、メーターボックス内での漏水修繕工事に関すること　水道課管理係（☎22−3295）へ

６月１日から７日は「水道週間」です！

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより

京都市から阿南市に来て「晴れたらいいな」と思う
ことが増えました。
阿南市内のいろいろな地区を回っているのですが、
いつも自然の躍動感に圧倒されています。空や海の
突き抜けるような藍色も、山々の深い緑も、水面の
きらめきも、太陽が照らす景色たちは本当にぜいた
く。カエルも元気、鳥たちも堂々と飛んでいて、生
命力を感じる瞬間がとにかく多いです。特に自然の
中で聴く音楽は、まったく別の表情を見せてくれて
楽しいですね。
さらに、私が担当する富岡地区は都市機能も充実し
ていて生活上の不便を感じることもなく、とても住
みやすいと感じています。
私はストリートダンスが好きなので、ダンスをテー
マとして活動していきたいです。
皆さんと一緒に楽しく踊り、交流できる場を作れた
らすてきだなと思います。

また、前職でテレビ
番組制作に携わって
いましたので、阿南
の魅力が伝わるよう
な動画の制作などに
もチャレンジしてみ
たいと思います。

松尾 佳典さん（富岡地区）vol.14

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○高校総体南部ブロック大会　１日㈮、３日㈰、４日㈪
○県中学校軟式野球春季リーグ中央大会　２日㈯
○光のまち学童中央大会　開会式　9日㈯　7:30～9:00
○津乃峰少年野球大会　開会式　 16日㈯　7:30～9:00
○野球観光ツアー　20日㈬

半田ゴールド（愛知県）
奥出雲マスターズ（島根県）

○阿南市中学校総体
　23日㈯、24日㈰、25日㈪　8:30～14:00
○高校軟式野球徳島大会
　23日㈯、24日㈰　14:00～17:00

日時　７月１日㈰　9:00～15:00
場所　南部健康運動公園管理棟、ＪＡアグリあなんスタジアム
内容　 ▼講話１「放送記録員として野球に関わって」

　講師　　徳島インディゴソックスマネージャー
　　　　　米本元子さん

　　　 ▼講話２「プロが教える美しい日本語の話し方」
　　　　講師　　劇団四季出身　異色のミュージカルピッチャー
　　　　　　　　和田一詩さん

▼野球の試合における放送記録スコアボード操作の習得
参加資格　高校生以上の男女。経験者も参考になると思いま

すのでご参加ください。
申込期限　６月22日㈮　参加費用　無料
申込み・問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

６月の日程 放送記録員養成講習会受講生募集

ＪＡアグリあなんスタジアム
桑野町桑野谷34番地１

※荒天の場合は中止する可能性があります

主催　徳島県・阿南市・徳島インディゴソックス
問い合わせは　徳島インディゴソックス事務局（☎088－679－8915）へ

四国アイランドリーグ plus 選抜チーム徳島インディゴソックス台湾社会人チーム

６月９日土
五輪メダリスト野球教室
広澤克実さんがやって来る！
（ロサンゼルスオリンピック金メダリスト）

9:00〜11:00

張 泰山選手　
徳島インディゴソックス永久欠番セレモニー
台湾社会人チームＶＳ徳島インディゴソックス

13:00〜

６月10日日

６月９日土 ６月10日日

台湾社会人野球チームＶＳ

四国アイランドリーグ plus 選抜チーム
13:00〜

募集人数　小学生対象先着100人
参加服装　運動のできる服装・帽子・シューズ
申込方法　徳島インディゴソックス事務局に「氏

名」「年齢」「参加人数」を記入してメー
ル・ファクスで申し込んでください。

申込先　e-mail:t-info@iblj.co.jp
　　　　FAX088－679－8916

入場無料

台
湾
フ

ェス
タ同時

開
催

台湾の食文化を体験できる
物産展を開催します

※荒天の場合は中止する可能性があります

各日11:00〜15:00
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健康診査申込書の
送付時期（予定）

健康診査受診券の送付時期 受診期間

入院・施設等へ入所をされていない方また
は生活習慣病と診断されていない方

　　　 ８月（予定）

受診券を
受け取っ
てから、
平成30年
12月末日
まで

上記以外の方で、平成30年４月以降に血液
検査や尿検査をされていない方

受診を希望される方は、８月以降に保険年金課窓口に
備え付ける健康診査申込書によりお申し込みください。
締切は、11月20日頃を予定しています。

平成30年１月
１日から９月
30日までの間
に後期高齢者
医療制度に加
入された方

１月１日～３月31日に加入 ５月
加入時期に応じ、健康診査申込書を
送付します。
入院をされていない方または生活習
慣病と診断されていない方で受診を
希望される方は、広域連合事務局ま
でお申し込みください。後日受診券
を送付します。

４月１日～５月31日に加入 ６月

６月１日～７月31日に加入 ８月

８月１日～８月31日に加入 ９月

９月１日～９月30日に加入 10月

後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の予防の
ため、健康診査を実施します。
健康診査の対象となる方には「健康診査受診券」をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

健診項目　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査　　　　受診費用　無料

10 月以降に後期高齢者医療制度に加入される方は健康診査の対象外となります。
後期高齢者医療制度に加入するまでに、現在加入されている健康保険で健康診査を受診してください。
入院をされていた方または生活習慣病と診断された方はすでに健康状態を把握され、医師の指導を受けて
いると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。
生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、
脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血
管疾患、動脈硬化があります。

問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）
　　　　　　　または保険年金課（☎22−8064）へ

平成30年度後期高齢者医療制度の健康診査について

阿
南
警
察
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だ
よ
り
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天
時
の
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通
事
故
防
止

　

梅
雨
の
時
期
と
な
り
、
雨
天
時
に

運
転
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

雨
天
時
は
、
視
界
が
悪
く
、
路
面

も
滑
り
や
す
く
な
る
な
ど
、
危
険
へ

の
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
は
普
段
よ

り
も
速
度
を
抑
え
、
安
全
確
認
を
十

分
に
行
い
、
急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
ブ
レ
ー
キ
等
の「
急
」の
つ
く
操
作

を
し
な
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
雨
天
時
の
歩
行
者
や
自
転

車
は
、
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
早
足

に
な
っ
た
り
、
下
を
向
い
た
り
す
る

な
ど
、
周
囲
を
見
ず
に
行
動
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は

歩
行
者
や
自
転
車
の
動
き
に
は
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
や
自
転

車
の
運
転
者
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
十
分
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない!こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

215件（877）
0人（    2）
18人（  86）

救急 件　数
搬送人員

245件（1,145）
231人（1,103）

火災 件　数
損害額

0件（  10）
0千円

（21,029千円）
●阿南署管内平成30年４月分合計。カッコ内は平成30年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

阿南市では、本市における食環境をさまざまな角度から見つめなおし、今後の望ましい食育推進のための方
針を定めた第２次阿南市食育推進計画を策定し、食育に取り組んでいます。
食育とは、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選ぶ力を身につけて、健全な食生活を実
践することができる人を育てることをいいます。
今回は、平成29年度の食育推進事業で行った食育講演会についてご紹介します。
平成29年度は、阿南市内の子育てセンターや保育所において「かむことの大切さ」や「乳幼児期の食生活
について」など食育に関するテーマについて食育講演会を21回開催しました。
保育所では、園庭での栽培活動や収穫された野菜を使ったクッキング等を通して、子どもたちの食への関心
が高まるような保育を行っています。
また、家庭での食育の推進につなげるために、給食のサンプル展示や食に関する講演会の開催も行っています。
平成29年度は保育所の保護者だけでなく、子育て支援センターに来ている親子を対象にした食育講演会も
積極的に開催することができました。

（写真：講演会での様子）
平成30年度も引き続き、市全体で食育推進をすすめていきます。
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ
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「
母
校
の
校
歌
に

想
う
こ
と
」

に
溶
け
込
ま
せ
、
さ
り
げ
な
く

伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
校
歌
は

１
９
１
１
年
に
創
作
さ
れ
た
も

の
だ
そ
う
で
、
１
世
紀
以
上
の

時
を
経
た
今
も
な
お
歌
い
継
が

れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
現
代
社
会
に
お
い
て

も
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。　

　

人
は
物
事
を
判
断
す
る
と
き
、

無
意
識
に
自
分
の
持
つ
「
も
の

さ
し
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
「
も
の
さ
し
」
の

精
度
は
、
そ
の
人
の
持
つ
「
良

識
」
や
「
見
識
」
か
ら
な
る
「
人

間
力
」
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

物
事
の
判
断

を
迫
ら
れ
た

と
き
、
溢
れ

る
情
報
に
惑

わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
自

分
の
「
も
の

さ
し
」
に
し
っ
か
り
と
照
ら
し

合
わ
せ
、
自
分
の
意
思
で
決
定

し
そ
の
責
任
を
負
う
。
当
た
り

前
の
こ
と
な
が
ら
、
人
間
と
し

て
の
大
切
な
教
訓
を
改
め
て
確

認
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
唐
住
利

明
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
自
分
の
母
校

で
あ
る
橘
小
学
校
の
校
歌
を
目
に

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
何
げ

な
く
そ
の
歌
詞
の
意
味
を
、
終
戦

後
10
数
年
と
い
う
当
時
の
社
会
環

境
と
重
ね
な
が
ら
思
い
起
こ
す
と
、

と
て
も
感
慨

深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

「
一　

橘
湾

に
す
み
わ
た

る　

水
を
心

の
鏡
と
し　

誠
を
か
じ
と

た
の
み
つ
つ　

学
び
の
海
に
進
み
な
ん　

二　

大
谷
山
の
と
こ
し
え
に　

高

き
を
お
の
が
心
と
し　

行
う
べ
き

を
行
い
て　

よ
き
日
の
本
の
民
た

ら
ん
」

　

短
い
歌
詞
の
中
に
学
問
の
重
要

性
や
人
生
に
お
け
る
行
動
規
範

等
々
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
地
域
の
環
境

津乃峰町
丸山 満秋さん

毎年 6月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です
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